
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 七里 小学校 ）     学校番号 ０６３                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 児童一人ひとりの可能性を伸ばす学校  ～誰もが通いたい、通わせたいと思う学校～        

          

重 点 目 標 

１ 自ら課題解決に向かう子どもの育成(主体的に学ぶ) 
２ 子どもたちにとって安心・安全で、学習の場に相応しい環境の確保及びその維持 
３ コミュニティスクール制度を核とした「地域・保護者・学校」の連携強化 
４ 「当たり前」を大切にし、学び続ける職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 5 年 2 月 7 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

【現状】 

○学習に向かう姿勢はできており、どのクラスも

日々落ち着いて学習を進めている。 

○R03 年度の全国学力・学習状況調査の正答率

は、「国語」→▽(市平均比較-3pt 未満)  

「算数」→▼(市平均比較-3pt 以上) 

であった。正答率に関して、近年上昇傾向にあ 

る。 

【課題】 

○基礎基本的事項の習得ができない子どもが多

い。(高学年でかけ算ができない等) 

○学習に対する意欲及び「できる・できない」の

差が大きい。 

○自分思いを自分の頭で考え、まとめて、相手に

伝えることが苦手な子が多い。 

○「読解力」を高めさせなければならない。 

・学力の基礎基

本的事項の確

実な定着 

①本校で作成した「授業のやくそく」

「教師の知恵袋」に書かれている学

習の際のやくそくを徹底する。 

②子どもの学力に関する実態を明確に

し、教材研究や研修を積むことで、

教師の指導力を高めさせ、子どもた

ちに「できる・わかる喜び」を大い

に味わわせる。 

③「ことば」についての仕組みを理解さ

せ読解力の向上に繋げる。 

①評価前面談時に「教師の知恵袋」活用

状況について確認をする。 

 

②各教科単元テスト平均８５％以上取る

ことができる。学校評価「学校、授業

が楽しい」項目について児童肯定的回

答９０％以上 

・研修時や日頃から「教師の知恵袋」について周知確認を行

った。しかし、普段の授業の様子を見ていると完全実施に

は至らなかった。 

・学力の基礎的・基本的事項が定着していないため、それら

を活用して課題に取り組むことができない子どもが多くい

る。→定着のためには、日々の指導法の改善や既習事項の

繰り返しが重要になると考える。 

・各学級での「単元テスト平均８５％以上」について達成は

できなかった。授業で理解したから大丈夫という考えだけ

でなく、その後子どもたちに既習事項が「定着」しかたど

うかがカギになる。 

 

C 

・一人ひとりの子どもたちに学力の基礎基本的事項

の確実な定着を実現する。 

 ①授業中での既習事項の定着のための取組 

 ②研修で「文章を読んで理解し、それに対して表

現できる子どもを育てる」 

 ③各教科指導方法について全職員で確認 

 ④各教科部で作成した「一年間振り返りプリン

ト」(仮称)の活用及び改善 

 ⑤「教師の知恵袋」の徹底及び改善 

・学力の基礎基本的事項を確実に定着させること 

で、子どもに自信をもたせ、課題に立ち向かう

姿勢をはぐくんでいく。  

・子どもの学習へのやる気を高めさ 
せる必要がある。(気づきを促す) 
・授業参観の様子から、子どもたち
が楽しく学習にとんり組んでいる。 
・基礎的基本的事項を確実に定着さ
せるまで力になってほしい。 
・勉強や運動に懸命に取り組み、そ
の結果や成果に対して満足感・充実
感をもつことで、子どもたちには大
きく成長していってほしい。 
・学校内を見回って、以前に比べ環
境整備がなされていると感じる。何
事も継続していけばよくなっていく
ものと考えます。 
・些細なことでも、子どもをほめて
ほしい。ほめられることで、①学校
生活への意欲がわく②先生はいつも
自分を見てくれているという安心
感・信頼感がうまれる。特に、自分
に自信がもてない子どもには効果的
ではないかと思う。 

・身に付けた学

力の基礎基本

を使って、仲

間と課題解決

に取り組むこ

とで学力を向

上させる。 

①学力の基礎基本的事項を定着させ(知

識を身に付けさせる)、課題発見→解

決のための見通し・計画→身の回りの

物を使って実際の取組→仲間と話し合

い→結果・まとめの活動を授業の中で

大いに取り入れていく。 

②各学期 2 回の研究授業・協議会実施 

①さいたま市学習状況調査結果の正答率

を各教科２p 上げる。(R01 年度 国・算

ともに 3 年→〇[市平均比較+3pt 以上] 4

～6 年→▼[市平均比較-3pt 以上]) 

②計画通り実施し、指導法について全職

員が同一の方向を見て授業を実践す

る。 

・R04 年度さいたま市学習状況調査の結果に

ついて【市の平均を 3p 以上(◎)、3p 未満(〇)

上回っている 市の平均を 3p 未満(▽)、3p 以

上(▼)下回っている】 

【３年】→国▼,算▼  【４年】→国〇,算▽  

【５年】→国▼,算▼  【６年】→国▼,算▼ 
 

C 

・R04 年度さいたま市学習状況調査結果より、基礎

的基本的事項の確実な定着、そのための繰り返し

学習を学校全体で徹底していく。 

・授業の中で、自分の考えをもち他者の考えを聞

き、尊重することでよりよい自分の考えがもてる

よう授業展開する。 

・学習面において「できる・わかる喜び」を大いに

味わわせていく。そのためには、教科の指導方法

について研修を通して全職員で共通理解し「わか

りやすい授業」を実践する。 
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【現状】 

○日々、担任が子どもたちを観察し、いつもと様

子が違う時には声掛けを行っている。その結

果、子どもたちはのびのび学校生活を送ること

ができている。 

○「いじめ・不登校」に関して、未然に防ぐこと

をモットーに全職員で声掛け、明るい雰囲気づ

くりに努めている。(R03 [不]→5 件 [い]→12 件) 

○毎月１回施設の安全点検を行っている。体育施

設に関しては、月３回行っている。施設の瑕疵

による事故は現在ゼロである。 

【課題】 

○学習時(図工 ,家庭科 ,体育)の怪我が毎年減らな

い。→【減らせるもの】 

○学校内で起きる怪我の総数の約半分は、校舎内

(廊下や階段,教室内)で起きている。→【減らせ

るもの】 

・「いじめ・不

登校」件数を

削減する。 

①子ども一人ひとりには、自分の居場所

が学校にあることを理解させる。 

②人は一人ひとり異なる存在であること

を前提に、互いの考えを尊重し合え

る授業展開や学校生活を実現する。 

③生徒指導主任を中心に機動的に対応を

する。 

①学校評価「学校、授業が楽しい」項目

について児童肯定的回答９０％以上 

 

②「いじめ・不登校」件数を昨年度比５

０％減少させる 

・教室には自分の机やロッカーがある。子どもたちにはクラ

スでの係当番があり、本人がいなければ周りが困ってしま

う。→すべての子どもにはその子の居場所が学校にはあ

り、そして周りから必要とされていることを理解させるこ

とが十分できなかった。 

・特別の教科「道徳」や「潤いの時間」などで、相手の想い

を推論しながら接する大切さを指導した。 

・今年度(12/12 現在)の【不登校】9 件 【いじめ】5 件とな

っている。問題が起きた時には、生徒指導主任を中心に学

校全体として早期解決に当たった。不登校児童について

も、全体で実情を把握し家庭訪問や電話連絡、面談等を通

して、その解消に取り組んだ。(連絡はとり続けた) 

B  

・生活面では、学校は誰にとっても安心・安全な場

所な場所であり、友だち同士、互いを尊重しあい

ながら切磋琢磨する場所である。そして、学校に

は一人ひとりの居場所がある。これらを教師が常

に念頭に置きながら子どもたちと積極的に接する

(声かけ等)ことで、「いじめ・不登校」を未然に

防いでいく。 

・「未然に防ぐ」意識を全職員が共有し、学校全体

として子どもたちの様子を観察・共通理解してい

く。 

・各種アンケートを活用し、子どもの変化を察知す

る。 

・ことが起きたときは、学校全体で即対応する。 
 

・登下校時に子どもたちの様子を見
ているが、うつむいて歩く子どもが
います。何か問題を抱えているの
か。こういう時、教師の声掛けによ
って、「いじめ」の芽を摘むことに
つながるのではないか。 
・私も転校をして不登校になりかけ
たとき、担任の先生が助けてくれ
た。 
・学校全体が明るくなってきている
と感じます。PTA としましても、今
後いろいろ学校での出来事を発信し
ていきたい。 
・授業を通して、「認め合う」こと
を子どもたちに指導してほしい。 
・安全点検について、特にベランダ
の手すり等、プロによる点検が必要
ではないか？ 
・安全点検時に、子どもと一緒に確
認するのはどうでしょうか？大人と
子どもの目線で確認する。 
 

・施設の瑕疵に

よる事故ゼロ 

 

・学習時や学校

内 ( 廊下や階

段)での怪我の

件数を削減す

る。 

①安全点検の際には、「子どもの目線で

触って叩いて」を基本に点検する。 

②破損個所があった場合には、即報告即

修繕を原則とする。 

③学習時や学校内(廊下や階段等)での怪

我を削減するために、各教科主任と

養護教諭、生徒指導主任などが連携

をして、削減のための研修を行う。 

①施設の瑕疵による事故をゼロにする。 

 

 

 

②学習時や学校内(廊下や階段,教室内)で

の怪我の件数を、昨年度比３０％減少

させる。 

・毎月１０日を「安全点検日」として、全職員で点検に当た

った。破損個所があった場合には、本校用務員に伝え即修

繕努めた。その結果、施設での瑕疵による事故や怪我は無

かった。 

・雨の日の教室や廊下では、騒いだり走ったりすることがな

いように、落ち着いた生活を心がけるよう声かけをした。 

・体育や家庭科、図工の時間等は、ちょっとした油断が大き

な怪我に繋がりやすいため、担任は常に目で確認及び声か

けをした。ケガの件数 R04 年度→261 件(1/19 現在) 

            R03 年度→610 件 

B 

・引き続き「安全点検」を毎月確実に行い、破損個

所の早期発見及び即修繕に努める。 

・学校全体で、授業中(体育,図工,家庭科等)の怪我の

防止について共通理解する。防げる怪我や事故は

防いでいく姿勢を各職員にもたせていく。(年度当

初、各教科主任から周知させる)研修の時間の時間

を使って、安全指導について確認をする。 

・日頃から、落ち着いた生活について子どもたちに

声かけをしていく。(特に廊下歩行の徹底) 

3 

【現状】 

○「子どもたちをよりよく変容させることで、地

域・家庭から学校への信頼を得る」ことをモッ

トーに全職員が日々の指導に当たっている。 

○昨年度より、コミュニティ・スクール制度を始

めた。熟議を行い、七里地区が育てたい児童像

として「笑顔で 強く たくましい子」を掲げ、

その実現に向けた取組を計画中である。 

○コロナ禍で中止になっていた様々な地域活動(ク

リーン活動、バザー等)は今年度、実施する予定。 

【課題】 

○七里地区が育てたい児童像について、周知及び

理解を図って、いかに七里地区としてその実現

に取り組んでいけるか。何に取り組むべきか。 

・子どもが自分

の目標に向か

い、その実現

のために努力

している。 

①基本的生活習慣(あいさつ、靴のかか

とそろえ、清掃活動、給食時のマナー

等)を確立させる。→地域家庭からの

信頼を得る 

②学力を向上させる(できる・わかる喜び) 

③学校の様子を周知→学校だよりと HP 

・学校評価「子どもの変容」に関する項

目について保護者肯定的回答９０％以

上 

・学校 HP 毎日更新する 

・今年度、学校運営協議会を 3 回実施した。コミスクテーマ

実現のための熟議も活発に行われた。その中で、学校が明

るくなり、子どももあいさつができるようになった等の意

見を頂いた。今後は「たくましさ」についてどのように取

り組むか熟議を深めていく。熟議内容は、全職員で共有

し、学校 HP にも掲載した。 

・地域での行事(見沼地区運動会[10 月],見沼区バザー[10 月],

地元自治会運動会[11 月],レッツジョインクリーン活動[12

月])に職員が参加し、楽しむことで地域の様子などもわか

り、地域・保護者との連携の強化に繋げることができ

た。・学校・学年だよりや学校 HP,その他の手紙で日々の学

校の様子を伝えた。学校 HP については、現在約 100 件/日

の閲覧数があるまでになった。 

B 

・子どもがしなければならないこと(学習、学校行事

等)に対して、①目標(短期・長期)設定②達成する

ための計画作成③実直にその計画を実践④達成

感・成就感を味わう→①～④の過程を常に子ども

に意識させることで、「できること」を増やし、

自分自身の自信に繋げさせる。 

・学校運営協議会(コミュニティスクール)を３回以

上実施する。その際は、本校の実態及び課題を共

有し、コミスクテーマ「笑顔で 強く たくましい

子」の実現のための具体的取組について熟議し、

それを地域・家庭に周知することでテーマの実現

に迫る。そして、子どもの「よい変容」に繋げて

いく。 

 

・コミュニティスクール制度は「地域・保
護者・学校」の連携強化である。七里小は
積極的に地域との交流を行い評価は高い。
学校運営協議会委員は学区内の自治会長を
選んだほうが、子どもたちの実態を把握し
ているので適任と感じる。 
・「子どもをよりよく変容」→いい言葉で
すね。子どもは環境によってよりよく変容
するものと考えます。学校は校長次第と思
っています。 
・徐々に「地域・家庭・学校」での活動が
できるようになってきたので、互いのコミ
ュニケーションが増やせればと思います。 
・七里小には活気がある。先生方の情熱も
多いと感じる。 
・地域との繋がりが積極的になっていると
感じます。引き続きよろしくお願いいたし
ます。 
・学校の取組について「報告・連絡・相
談」をしてくれるので、開かれた学校だと
思います。また、地域のイヴェントに積極
的に参加してくれるので助かります。PTA
としても、地域と学校の連携役として活動
を考えていきます。 
・地域の行事に学校職員が参加してくれる
のは大変ありがたいです。子どもたちが喜
びます。 

・地域・家庭・学

校 に 活 気 が あ

り、子どもを温

かく見守ってい

こうとする体制

ができている。 

①本地区で目指す児童像周知のために、各自

治会会議等や学校だより、HP などで周知を

する。 

②地域やおやじの会等との行事の実施のため

に協働する。本校の各職員にも声をかけ参

加させることで、より学校を知ってもらい

連携を深める。 

・学校評価「地域協働」項目について、

保護者肯定的回答９０%以上 

 

・各職員１回以上、地域活動に参加する 

・学校評価(保護者)「地域協同」項目について、９０%以上の

肯定的回答をいただいた。 

・「クリーン活動[4 月]」や土曜授業日の朝の登校指導に、お

やじの会の皆様とともに各職員も取り組むことができた。

各職員の地域行事参加については、引き続き声掛けをして

いきたいと考える。 
B 

・次年度も年度当初に開催される「見沼区自治会連

合会議」等、機会があるごとに本校の教育を紹介

し、ご理解・ご協力をお願いする。 

・地域での活動(各種運動会、レッツジョインクリー

ン活動、バザー、その他各種活動)に積極的に参加

する。(本校職員各１回以上参加を目指す) 

・本校 HP に関して、引き続き毎日更新する。家庭

での話題の一助になれば幸いである。 

4 

【現状】 
○なんでも言い合える、質問できる職場雰囲気の中、仕

事は割り算、終わった時の喜びはかけ算の考えで、皆

で協力しながら日々の職務に努めている。 

○全職員が研修に意欲的に取り組むことで指導力を高

め、子どもに研修の成果を還元できている。 

【課題】 
○日々の仕事に追われ、自己研鑽(書籍や研修会への参加

等)に励む余裕があまりない。 

・すべての職員

が生き生きと

働き、子ども

のよりよい成

長を喜ぶこと

ができる。 

①明るく風通しが良い、整理整頓された

職場環境を維持する。 

②各学期２回の研究授業・協議会を行

い、授業に関して活発な意見交換を行

う。 

③互いの指導法を学ぶための「授業参観

week」を年２回行う。 

④「ノー残業 Day」「プレミアム

Friday」の実施、年休の計画的取得の

推進 

・学校評価「働き方」に関する項目につ

いて教職員肯定的回答９０％以上 

・病気等による休職者を一人も出さない 

・一人当たりの時間外在校時間平 

 均(4～11 月)を、昨年度(214 時間)比

20%減 

・各職員が研鑽により得たことについ

て、共有できるシステムの構築(PC フ

ォルダ内に成果を保存する等) 

・生き生きと働けるために、通常日課中において積極的な年

休・調整の利用促進。調整に関しては、調整簿を出す時に

取得日を記入するようにした。担任等が欠けた場合は、全

職員で対応することを本校の考えとして共通理解した。 

・その日の新聞に書かれている政治や世界情勢や何気ない話

題を積極的に職員に投げかけることで、何でも言い合える

ことのできる職場づくりに努めた。 

・各職員が自ら探して行った研修会や読んだ本の内容等をみ

んなと共有できるように校務端末内に「自己研鑽フォル

ダ」を作った。→「学び続ける教職員」育成への一助とな

っている。 

・一人当たりの時間外在校時間平均(4～11 月)は、154 時間で

あった。しかし、個人間での差が大きい。(約 30 時間/月) 

B 

・誰もが働きやすい、風通しのよい職場環境を確立する。 

・「任された仕事はわり算、終わった喜びはかけ算」を全職員

で共通理解する。仕事量の均等化に努める。→時間確保 

・学校全体でなんでも言い合える雰囲気を醸成する。 

・「自己研鑽フォルダ」を充実させる。職員自ら、新聞や書籍

に手を伸ばすよう常に声をかける。各職員が得た情報を知識

や教養まで高めさせ、一人ひとりに合った指導や価値ある研

修を行わせる。 

・「ノー残業 Day」「プレミアム Friday」の実施及び「年休」

「調整(予め利用日を報告)」の利用促進→職員が欠けたとき

はほかの職員で対応するから大丈夫なことを全職員で共通理

解する。(相互信頼) 

・全職員が「当たり前(あいさつ、明るい態度、掃除等)」を常

に念頭に置きながら行動するよう常に声をかけていく。 

 

・先生たちの満足度が子どもたちの
満足につながるので、よろしくお願
いします。 
・学校というイメージは「堅い」と
昔から思っていましたが、多くの先
生方と個人的に接することができた
のはよかったです。素晴らしい先生
たちばかりでした。来年度は、保護
者と学校の連携がより深まるイヴェ
ントを行いたいと思います。 
・将来を担う子どもたちへの教育
に、誇りと自信をもちながら仕事を
してもらいたい。 



 


